
 

 

 

 

 

 

 
 

地震、雷、火事、親父 
10 年に１度の大寒波と言われ、覚悟を決めて待ち構えていた分、先日の雪は

大したことがなく安心しました。「こんなときでも、何もないのが下関」とまた

誰かが言っているかもしれません。下関市は日本の中でも災害が比較的少ないと

言われています。今回の寒波もそうでした。ですが、今回もし周南市のような大

雪に見舞われたら下関は大パニックです。一応備えはしていても、心のどこかに「何もないのが下

関」というかすかな期待があるのも、長年大きな災害がないことの安心感からではないでしょうか。 

 平成７年に起きた阪神淡路大震災。一帯は８０年近くも大きな地震がありませんでした。下関は、

震度３以上の地震さえ観測史上一度もないそうです。しかし、地震が恐ろしいのは、前触れもなく

突然起こること。親父よりも火事、火事よりも雷、雷よりも一番日本人が恐れてきたのが地震です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「つなみ」（被災地の子どもたちの作文集）文藝春秋      「ドッカンぐらぐら」（阪神淡路大震災児童作文集）甲南出版    
 

 左の作文は、平成２２年の東日本大震災で被災した子どもの作文です。東北地方太平洋側の人々

は、昔から地震・津波の被害を受けてきたため、その教訓を生かして各家庭でも防災訓練を行って

います。文中の「はだしでにげた」は、一刻も待ってくれない津波の怖さを、世代を超えて伝えら

れてきたことがわかります。 

 一方、右の作文。瀬戸内海に面した阪神地域では、かつて巨大津波に襲われた記録がありません。

恐らく地震に対する備えも知識程度だったと思います。したがって、あわてなくても落ち着いて避

難することを優先しています。文中「早く、くつをはきなさい。」の言葉は、津波への警戒ではな

く、余震への警戒と思われます。 

 さて、下関市。今後も地震がないとは言い切れません。「南海トラフ巨大地震」の影響は少なから

ずあると覚悟しておくべきです。地震に備え、園では定期的に避難訓練を実施しています。ご家庭

でも地震が起こった際の行動マニュアル（わが家ルール）を決めておかれることをお勧めします。 

 本園では、地震発生時の対応として、どこにも移動はしません。巨大津波が来る場合は、全員を

わくわく山に避難させます。非常食と飲料水は備蓄していますのでご安心ください。保護者の皆様

は、安全を確認された上で、落ち着いてお子様のお迎えをお願いします。 （園長 寺本 明生） 

認定こども園 下関短期大学付属第二幼稚園 
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